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住民と行政が連携して 「子供達が安心して遊べる吸川」をつくる目的で設立しました。、
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会 長 挨 拶

御祝辞を賜りました
菊池様 小野寺様

本日は、岩手県県南広域振興局土木部一関土木センター道路河川環境課長
、一関市市民環境部長 、そして一関市立南小学校長菊地元安様 小野寺正英様

沼倉祐子様、一関市立一関中学校長小野寺悟様のご臨席をいただき 『吸水公、
園開設10周年記念のつどい』を開催できますことを、誠にうれしく衷心より
感謝申し上げます。

かつて吸川は 沢山のハヤや鮒が泳ぎ、沢蟹の生息する自然豊かな川であ
ったと聞いています。それが、生活排水をはじめ農・工業などによる多量の

、 『 』産業排水によって汚染され 大変憂慮されてきたとこであり 故里の川 吸川
の清流化と川辺の環境整備が私どもの願いでありました。
そんな折、平成13年に振興局様の計らいで ふるさとの川再生事業として吸
川一帯の環境整備事業が行われることになり、川辺の環境が素晴らしく改善
されてきたことは 皆様ご承知のとおりであります。

その一つに、子どもたちが川に親しみ川を愛する心情を身につけられるよ
うにと、川辺の一角に野外活動施設を作っていただけないかと要望したので
ありました。これを受けて設置していただいたのが 今私たちが立っているこ
の所であり、開設以来南小学校の子どもたちからは、これに『吸水公園』と
命名され、みんなに慕い愛されて今日に至っております。誠に感謝に耐えま
せん。

この『吸水公園』が開設されて10年が経過したことから、吸川をきれいに
する会では水と暮らしを考える いい機会と捉え、本日このようなメモリア
ルイベントを計画した次第であります。
ふるさとの川『吸川』は、今少しずつ環境浄化が図られております。それは
地域住民の皆様が努めて汚水を流さないように、また、遊歩道沿いの除草や
ゴミ拾いなど定期的な環境整備への取り組みや企業の汚水浄化施設の改善充
実など たゆまぬ努力の結果であり、まさに一関市民の皆さんに見守られ今
日を迎えています。
しかし、川は生きています。いつ状況が変化するか予測はつきません。吸川
をきれいにする会としましては、これからも川の状態を観察しつつ 一層の
環境整備につとめてまいります。
ついてはこの先もまた 県、市当局のご支援と学校、地域の皆様のご協力を
切にお願いいたしまして 私からの挨拶といたします。

平成25年10月19日
吸川をきれいにする会 会 長 佐 藤 忠 士
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※ 「すいすい公園三行詩」表彰
． ． 。 。南小学校の４ ５ ６年生を対象に募集 １２名の入賞者を表彰しました

最優秀賞
６年 宮本 紗衣

キラキラと光る
すい川 うつる
のは みんなの
笑顔と青い空

優秀賞
４年 菅原 琉聖

きれいになった吸川に
どじょっこふなっこ
すーいすい

優秀賞
６年 小野寺千菜

川の音と虫の声
合唱聞こえる
すいすい公園

※ 一関市立南小学校吹奏楽委員会 演奏

（ 対岸の観客）※ 一関市立一関中学校吹奏楽部 演奏

（ 閉会の言葉・謝辞）

「吸水公園開設１０周年記念のつどい」特集号

優良賞 ４点

すい川で水草とってママに
プレゼント

４年 春日谷望天

すきとおる川も笑顔も
きれいだね

５年 蜂谷 童

すい川に
入ってみればあえるんだ

ザリガニ､アメンボ､
たくさんの生き物

５年 福嶋光聖

すい川がきらきら光る
休み時間

６年 宇部宏太

佳 作 ５点

いつまでも水辺にうつるぼくの顔 ４年 佐藤翔太

夏の夜のきれいな川にホタルとぶ ４年 佐々木怜音

すい川にひびきわたるよぼくたちの声 ５年 伊東勇騎

吸川にいけばみんな友達に ５年 今野夢叶

吸川はいつも笑顔でいっぱいだ ６年 田村望来流
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